
生物は外的環境変化に常にさらされるため、瞬時に変化を関知し、適切な対応を取ることが重要である。そ
の中でも、光への応答はほとんど全ての生物に見られる現象で、光を受容するタンパク質を介して、エネル
ギー産生や情報伝達が行われる。
ヒトや微生物は、光捕捉のためにレチナール（ビタミンAのアルデヒド型）を内包したタンパク質（総称し

てロドプシン類）により光強度や色の情報処理と、光化学エネルギー変換を行う。
我々は生物の光利用の一端を明らかにすべく、微生物型（Type-1型と呼ばれる）がどうやって生まれ、進化

し、どのような構造・構造変化を起こし、細胞内でどのような役割を担っているのか？さらには、次世代の光
受容タンパク質ツールとして、ロドプシンを利用した細胞・個体操作ツールの開発について興味を持って研究
している。
発表では、これまで取り組んできた以下の３つの課題について、最近の成果を中心にご紹介したい。

①新しい分子の同定・単離・精製 [2‐5]
②ロドプシンの構造・構造変化・機能発現機構の解析 [6‐12]
③ロドプシンを利用した生命科学ツールの開発 [13, 14]
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